
建設業界 382018.1239 建設業界 2018.12

　
新
た
な
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
な
っ
た
金
沢
駅
の
鼓
門
か

ら
真
宗
大
谷
派
金
沢
別
院
（
東
別
院
）
ま
で
は
徒
歩
で

七
、八
分
。
百
万
石
通
り
、
兼
六
園
や
金
沢
城
と
い
っ
た

中
心
街
へ
向
か
う
エ
リ
ア
に
位
置
し
、
金
沢
別
院
の
大

門
の
沿
道
に
発
達
し
た
門
前
町
は
近
年
整
備
さ
れ
て
新

旧
の
商
店
が
軒
を
連
ね
て
い
る
。

　
金
沢
別
院
は
親
鸞
聖
人
（
一
一
七
三
〜
一
二
六
二

年
）
を
宗
祖
と
す
る
浄
土
真
宗
の
京
都
・
東
本
願
寺
を

本
山
と
し
、
戦
国
時
代
に
北
陸
の
門
徒
衆
に
よ
っ
て
金

沢
の
地
に
建
立
さ
れ
て
か
ら
四
七
〇
年
以
上
の
歴
史
を

持
つ
。
現
在
の
安
江
町
に
寺
基
を
定
め
た
の
は
一
六
三 

四
年
。
建
物
は
た
び
た
び
炎
上
し
た
が
、
そ
の
度
復
興

を
遂
げ
た
。
戦
後
は
一
九
六
二
年
に
木
造
の
本
堂
が
焼

失
し
、
七
一
年
に
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
で
再
建
。
そ

れ
か
ら
四
七
年
を
経
た
現
在
、
屋
根
の
葺
き
替
え
を
は

じ
め
と
す
る
大
掛
か
り
な
改
修
工
事
が
進
ん
で
い
る
。

　
改
修
設
計
は
市
内
に
本
拠
地
を
置
く
㈱
長
村
建
築

事
務
所
、
施
工
は
木
造
の
時
代
か
ら
の
元
施
工
会
社
、

松
井
建
設
㈱
で
あ
る
。
同
社
の
歴
史
は
北
陸
と
の
結
び

付
き
が
強
く
一
五
八
六
年
に
富
山
県
井
波
で
創
業
。
現

在
は
本
社
を
東
京
へ
移
し
た
が
、
今
も
「
社
寺
の
松
井
」

と
呼
ば
れ
、
こ
れ
ま
で
に
培
っ
て
き
た
技
術
と
経
験
か

木
造
時
代
か
ら
の
元
施
工
会
社
が

改
修
を
手
掛
け
る
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丁
寧
に
繕
い
、新
た
な
工
夫
を
加
え

念
仏
の
場
を
次
世
代
に
つ
な
ぐ

金
沢
別
院
境
内
整
備
事
業

（
金
沢
教
区
宗
祖
親
鸞
聖
人
七
百
五
十
回
御
遠
忌
記
念

　
真
宗
大
谷
派
金
沢
別
院
境
内
整
備
事
業
作
業
所
）

戦
国
時
代
か
ら
北
陸
の
信
仰
の
拠
点
と
な
っ
て
き
た
真
宗
大
谷
派
金
沢
別
院
は
戦
後
、木
造
の
本
堂
を
焼
失
し
た
後
に

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
で
再
建
さ
れ
、多
く
の
門
徒
を
は
じ
め
と
す
る
人
々
に
親
し
ま
れ
て
き
た
。

現
在
、五
〇
年
近
く
を
経
て
銅
板
葺
き
の
大
屋
根
を
全
面
的
に
葺
き
替
え
る
改
修
工
事
が
終
盤
に
向
か
っ
て
い
る
。

金
沢
別
院
本
堂
の
元
施
工
で
あ
る
松
井
建
設
㈱
は
伝
統
建
築
に
強
く
、同
社
が
培
っ
て
き
た
匠
の
技
で
、

若
手
の
安
江
康
介
所
長
の
も
と
、修
復
さ
れ
る
建
築
と
技
術
が
次
世
代
に
受
け
継
が
れ
て
い
く
。

改修が進む金沢別院本堂の屋根。地上約30ｍの高さに位置する棟の木下地の傷んだ部分を補修しているところ。材の傷みは少なく、一部のみを
新材に取り替えた。この端部に「鬼瓦」（「鬼錺（かざ）り」「大鬼」とも。p.42の写真参照）を取り付ける。本堂を覆う仮設の素屋根は特注の防炎シー
トで製作したもの。透過性を持つため明るい環境で工事が進行している。

改修工事以前の金沢別院本堂（2017年撮影／写真提供：
松井建設 ㈱）
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ら
多
く
の
実
績
を
上
げ
て
い
る
。

　
金
沢
別
院
の
現
場
を
率
い
る
北
陸
支
店
の
安
江
康
介

所
長
は
、
現
場
か
ら
五
分
ほ
ど
の
近
隣
で
生
ま
れ
育
っ

た
三
六
歳
。
も
と
も
と
社
寺
建
築
を
手
掛
け
た
い
と
い

う
動
機
で
松
井
建
設
に
入
社
し
た
と
い
う
か
ら
、
そ
の

願
い
が
叶
っ
た
現
場
で
も
あ
る
。

　
改
修
内
容
は
、
本
堂
に
つ
い
て
は
銅
板
葺
き
屋
根
の

葺
き
替
え
が
主
要
な
工
事
で
あ
る
。
更
に
外
壁
の
補

修
・
再
塗
装
、
本
堂
入
口
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
た
め

に
ス
ロ
ー
プ
の
増
設
、
渡
廊
下
の
解
体
・
新
設
な
ど
。

更
に
南
側
の
東
別
院
会
館
の
一
部
改
修
と
、
外
構
工
事

も
行
わ
れ
る
。

　
本
堂
の
平
面
は
三
五
㍍
四
方
。
高
さ
は
三
〇
㍍
を
超

え
る
。
銅
板
葺
き
屋
根
は
入
母
屋
形
式
で
上
層
・
下
層

の
二
層
の
反
り
屋
根
で
構
成
さ
れ
、
下
層
の
正
面
に
下

屋
を
付
け
下
ろ
し
て
い
る
が
、
そ
の
姿
は
切
妻
の
白
い

素
屋
根
に
す
っ
ぽ
り
と
覆
わ
れ
て
、
内
部
の
様
子
は
見

え
な
い
。「
現
在
、
葺
き
替
え
工
事
の
真
っ
最
中
で
、
大

屋
根
の
上
層
は
ほ
ぼ
葺
き
終
わ
り
、
下
層
と
下
屋
は
下

地
の
補
修
と
葺
き
替
え
の
途
中
で
す
」
と
安
江
所
長
。

解
体
か
ら
屋
根
葺
き
ま
で
の
工
程
が
並
行
し
た
時
期
に

は
三
〇
人
ほ
ど
の
技
能
者
が
作
業
し
て
い
た
と
い
う
。

　
安
江
所
長
に
改
修
工
事
の
要
点
を
挙
げ
て
も
ら
っ
た
。

「
改
修
前
の
通
り
に
、
忠
実
に
復
元
す
る
こ
と
が
重
要

で
す
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
よ
り
良
い
建

物
を
つ
く
る
た
め
に
改
良
が
必
要
な
銅
板
も
あ
り
ま

す
」。
そ
の
一
つ
に
、
屋
根
の
傷
み
の
激
し
か
っ
た
箇
所

が
あ
る
と
い
う
。「
上
層
の
軒
か
ら
の
雨
落
ち
に
よ
っ

て
、
直
下
の
下
層
の
部
分
が
傷
ん
だ
こ
と
が
今
回
の
改

修
の
き
っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
。
特
に
銅
板
の
葺
板
の

繋
ぎ
目
と
な
る
ハ
ゼ
に
亀
裂
が
入
る
な
ど
し
て
、
漏
水

の
恐
れ
が
出
て
き
た
た
め
、
早
急
に
改
修
し
よ
う
と
別

院
様
が
判
断
さ
れ
た
経
緯
が
あ
り
ま
す
」。
ハ
ゼ
は
曲

げ
加
工
や
熱
に
よ
る
伸
縮
に
よ
っ
て
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
、

そ
れ
が
原
因
で
漏
水
が
発
生
し
て
し
ま
う
。
改
良
の
た

め
に
ど
の
よ
う
な
工
夫
を
す
る
か
、
金
沢
別
院
の
監
理

者
長
村
氏
、
安
江
所
長
を
は
じ
め
と
す
る
技
術
ス
タ
ッ

フ
に
屋
根
工
事
に
携
わ
る
協
力
会
社
が
加
わ
り
検
討
を

重
ね
た
。
そ
の
結
果
、
銅
板
葺
き
の
下
に
ス
テ
ン
レ
ス

葺
き
を
施
し
、
二
重
葺
き
と
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
。

豊
富
な
経
験
か
ら
過
去
の
施
工
事
例
に
詳
し
い
磯
見
浩

之
工
事
長
は
「
銅
板
葺
き
の
下
に
単
純
に
ス
テ
ン
レ
ス

復
元
と
改
良
の
た
め
に
知
恵
を
絞
る

右／上層の軒からの雨落ちにより傷んでいた下層の屋根面の中ほどに、ステンレスと銅板の二重葺きが施されている。下地モルタルの上に改質アス
ファルトルーフィングを敷き込み、それぞれの葺板を雨落ちのラインから2ｍ前後にわたり施工している。
左上／銅板の葺板の見本。寄付された約3万枚で葺かれる。裏面には寄付者の名前が記されている。
左下／軒付などの役物の葺板は現場で板金屋根の職人が銅板を切断、ハゼを加工し、屋根葺きを行っている。

葺き上がった大屋根上層の軒。長さは約35ｍ。改修前と同じように軒反（のきぞ）りの美しいラインが通っている。
RC造の屋根本体の軒先部分は木下地で構成されており、修繕前に型板を取ることで軒先を復元している。

工事概要

発 注 者：真宗大谷派金沢別院
設　　計：株式会社長村建築事務所
施　　工：松井建設株式会社 北陸支店
工　　期：平成29年7月18日〜平成31年6月27日
構　　造：RC造3階建て
敷地面積：9,908.66 ㎡ 
建築面積：3,422.47 ㎡ 
延床面積：5,932.56 ㎡
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所
長
。
鬼
（
鬼
瓦
）
は
地
上
に
下
ろ
し
て
補
修
中
だ
っ

た
が
、
そ
の
様
子
に
も
驚
か
さ
れ
る
。
鬼
の
木
下
地
は

ブ
ロ
ッ
ク
状
の
木
の
塊
で
、
重
さ
は
二
〇
〇
㌔
㌘
。
千

葉
県
の
板
金
作
業
所
へ
輸
送
し
、
銅
板
を
被
せ
、
鬼
の

形
を
打
ち
出
す
と
い
う
。「
火
で
銅
板
を
あ
ぶ
り
な
が

ら
打
ち
出
す
の
で
、
専
門
の
作
業
所
で
行
い
ま
す
。
そ

の
作
業
が
難
し
い
」。
頂
部
に
載
る
「
経
の
巻
」
と
い
う

筒
状
の
飾
り
と
、
両
側
に
付
く
「
鰭ひ

れ

」
と
呼
ば
れ
る
部

分
を
彫
刻
し
た
飾
り
も
木
下
地
か
ら
打
ち
出
さ
れ
る
。

　
鬼
の
中
心
に
は
真
宗
大
谷
派
の
抱
き
牡
丹
の
紋
を
象

っ
た
錺か

ざ
り

金
物
が
付
く
が
、
同
じ
く
軒
廻
り
の
組
物
や
高

欄
な
ど
の
錺
金
物
も
再
利
用
さ
れ
、
そ
の
数
は
約
二
〇

種
類
五
〇
〇
個
に
上
る
。
こ
れ
ら
は
京
都
で
汚
れ
を
落

と
し
金
箔
押
し
を
施
す
作
業
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　
屋
根
工
事
の
工
程
は
順
調
に
進
ん
で
お
り
、
安
江
所

長
の
声
は
明
る
い
。
こ
の
後
の
山
場
を
た
ず
ね
る
と

「
鬼
の
取
り
付
け
と
、
足
場
の
解
体
で
す
ね
。
鬼
が
出
来

上
が
り
、
木
下
地
ご
と
棟
に
上
げ
る
の
は
十
二
月
ご
ろ

に
な
る
で
し
ょ
う
」
と
答
え
が
返
っ
て
き
た
。
気
に
な

る
の
は
足
場
の
解
体
が
一
月
の
降
雪
の
時
期
に
掛
か
る

こ
と
だ
。
落
雪
が
塀
の
屋
根
や
人
に
直
撃
し
な
い
よ
う

に
緩
衝
用
の
足
場
板
を
設
け
る
な
ど
対
策
を
施
し
て
い

る
が
、
天
候
が
工
程
に
影
響
す
る
恐
れ
が
あ
る
。
三
年

前
か
ら
学
校
や
住
宅
な
ど
、
一
般
建
築
の
現
場
を
ま
と

め
、
足
場
が
取
れ
る
時
に
最
も
や
り
が
い
を
感
じ
て
き

た
と
い
う
安
江
所
長
。
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
調
整
を
乗
り
越

え
、
本
堂
が
復
元
し
た
姿
を
現
場
ス
タ
ッ
フ
と
と
も
に

見
上
げ
る
喜
び
は
ど
ん
な
に
か
大
き
い
こ
と
だ
ろ
う
。

Qこの現場で発見したことは何ですか？

A 屋根を解体しながら昔の仕事を
見て、機械技術が現在よりも低

松井建設株式会社
北陸支店
建築部 工事課 作業所長

安江康介
Kosuke Yasue

ですから、専門分野の知識や経験を私
よりも持っています。それを引き出す
のが私の役目だと考えています。その
ためには私の考えを簡潔に伝えること
が必要ですし、一緒に物をつくってい
くという気持ちで進めることがいい結
果につながると思います。この現場で
も、銅板屋根の職人さんや協力会社の
方々の経験のなかから適切な解決策を
見つけ出していくことができました。

かった50年前に、RC造でよくこれだ
けの規模の寺院をつくり上げたと思い
ました。コンクリートも現在のように
工場でつくる生コンをミキサー車が運
んでくるのではなく、現場練りだった
と聞いています。先輩社員や職方の知
恵、技術力のすごさを感じましたね。
　職人さんはその道のスペシャリスト

上／金沢別院系列の金沢幼稚園は本堂の北側に位置していた
が、改修と同時に沿道側にずらして新築された。施工は松井建
設。園庭が広くなり、園舎は明るく、金沢らしい格子のデザイ
ンが取り入れられている。
左／屋根を仕上げる工程で重要な軒先の木下地を施工する現場
スタッフに声を掛ける安江所長。「技術と経験を持っている現
場スタッフに力を発揮してもらうことも所長として大切な仕
事」と語る。

屋
根
の
シ
ン
ボ
ル

「
鬼
瓦
」の
取
り
付
け
が
山
場
に

板
を
敷
き
込
ん
だ
例
は
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
で
は
不
十

分
で
す
。
今
回
の
二
重
に
葺
く
方
法
は
初
の
試
み
に
な

り
ま
す
」
と
語
る
。
現
場
を
案
内
し
て
も
ら
う
と
、
ち

ょ
う
ど
そ
の
部
分
の
施
工
中
で
、
雨
落
ち
の
ラ
イ
ン
の

前
後
二
㍍
の
範
囲
で
銅
板
葺
き
の
下
に
ス
テ
ン
レ
ス
葺

き
が
見
て
取
れ
た
。
二
重
葺
き
は
手
間
は
掛
か
る
が
、

効
果
的
な
工
法
と
し
て
今
後
に
生
か
せ
る
可
能
性
が
あ

る
と
い
う
。

　
上
層
の
足
場
ま
で
上
が
る
と
、
間
近
に
見
る
銅
板
葺

き
屋
根
は
い
か
に
も
迫
力
が
あ
る
。
す
で
に
葺
か
れ
た

軒
先
は
流
れ
る
よ
う
な
ラ
イ
ン
を
描
い
て
四
方
に
反
り

上
が
っ
て
い
る
。
両
端
に
向
か
っ
て
軒
の
厚
み
が
増
し
、

屋
根
面
も
カ
ー
ブ
を
描
く
。
複
雑
な
形
状
を
ど
の
よ
う

に
復
元
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
鍵
を
握
る
の
は
下
地

だ
と
安
江
所
長
は
言
う
。「
軒の

き

反ぞ

り
と
屋や

弛だ
る

み
は
三
次

元
の
曲
面
が
入
っ
て
く
る
の
で
、
設
計
図
だ
け
で
は
難

し
い
ん
で
す
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
屋
根
本
体
の
軒
先
に

は
木
下
地
が
取
り
付
け
て
あ
り
ま
す
が
、
補
修
し
た
り

取
り
換
え
る
前
に
型
板
を
取
っ
て
お
き
、
そ
れ
に
合
わ

せ
て
新
材
で
木
下
地
を
復
元
し
ま
す
。
葺
板
の
割
り
付

け
も
型
紙
を
取
る
ん
で
す
」。
軒
先
の
仕
上
が
り
は
下

地
の
精
度
に
左
右
さ
れ
る
。
型
を
取
る
と
い
う
昔
か
ら

の
知
恵
が
忠
実
な
復
元
を
可
能
に
し
て
い
た
。

　
今
回
は
既
存
の
下
地
が
健
全
に
保
た
れ
て
い
た
部
位

が
多
く
、
屋
根
面
の
モ
ル
タ
ル
下
地
も
補
修
で
対
応
し

て
い
る
と
い
う
。
目
視
と
打
音
検
査
を
行
い
、
ク
ラ
ッ

ク
を
補
修
し
、
浮
き
の
あ
る
部
分
は
除
去
し
て
モ
ル
タ

ル
を
塗
り
直
し
た
。
外
壁
に
つ
い
て
は
モ
ル
タ
ル
が
浮

い
た
箇
所
の
裏
側
に
エ
ポ
キ
シ
樹
脂
を
注
入
し
て
定
着

さ
せ
、
再
塗
装
を
施
し
て
い
る
。

　
屋
根
の
最
高
部
に
当
た
る
棟
の
位
置
ま
で
足
場
を
上

が
る
と
、
補
修
さ
れ
た
木
下
地
の
状
況
を
見
る
こ
と
が

で
き
た
。
ヒ
ノ
キ
の
新
材
で
補
っ
た
部
分
も
あ
る
が
ほ

と
ん
ど
健
全
で
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
木
下
地
を
接
合
す

る
鉄
骨
や
ボ
ル
ト
の
汚
れ
を
落
と
し
、
錆
止
め
を
再
塗

装
す
る
な
ど
、
仕
上
げ
の
準
備
が
整
っ
て
い
た
。 
「
こ

れ
か
ら
、
こ
こ
に
『
鬼
』
を
取
り
付
け
ま
す
」
と
安
江

右／改修前の「鬼瓦」。上部に円筒状の「経の巻」、左右
に牡丹の彫刻を打ち出した「鰭（ひれ）」が取り付けられ
ている。中央の錺金物は宗紋の抱き牡丹。本体から経の
巻の上部まで高さは1.3ｍ。（写真提供：松井建設㈱）
上／「鬼瓦」の木下地。銅板を被せて打ち出し、木下地
とともに棟に取り付ける。既存の材はほとんど健全な状
態が保たれていた。上部には「経の巻」、両側に「鰭」な
どを、それぞれ銅板を打ち出して取り付ける。 

上／外壁の改修はほとんど完成している。古い塗料を剥がし、
モルタル下地のひび割れを補修。打音検査で浮きが見つかった
部分にエポキシ樹脂を注入して固定の上、再塗装した。組物は
中空のプレキャストコンクリート製。
下右／これから尾垂木の小口に金箔押しを施した錺（かざり）
金物を取り付ける。
下左／屋根の妻壁の虹梁（こうりょう）の上に蟇股（かえるま
た・左）と呼ばれる部材が飾る。

丁
寧
、忠
実
な
下
地
づ
く
り
が
復
元
を
支
え
る


